






















昭和 46 年 12 月 15 日
学位規則第 5 条第 2 項該当
(n , n l γ) 反応による 133CSのエネルギー準位の研究
論文審査委員 (主査) 一教授右槻哲雄 (副査)教授 山部昌太郎
(副査) 一教授杉本健二助教授村岡光男助教授八木浩輔
論文内容の要旨
13 Cs 原子核のエネルギー準位は、数多くの研究者によって 133 Ba核と 133Xe核の β崩壊を通じて
よく調べられてむり、 437keVの第四励起状態まではスピン、 パリティーを含めて確立されていると
いってよい。しかしながら、 437keV の上の準位は、 133 Ba核わよび133Xe核の β崩壊のQ値カ可丘いた
め(それぞれ QEC =488keV および Qβ=428keV) 、まだ知られていない。






大はばに減少させ、 Y線検出器として17cm 3 の Ge (Li) 検出器を用いた。
結果として下記の 9 つの準位が見出された。 605keV (11/2-) 、 633keV (11/2 +)、 641keV (3/2 +)、
706keV (γ2+または9/2 +)、 768keV (7/2 +または9/2 +)、 787keV (7/2 +または9/2+) 、 819keV (5/2 +, 


















13 Cs 励起準位としては 133Xe のβ 崩壊および133 Ba の β+崩壊から437keVむよびそれより低い 3
つの準位が知られていたが、この研究からそれより上に 9 つの励起準位の存在とその崩壊形式とが明
らかになった。さらに、この中の 3 つの準位 (605 ， 633 ，641ke V) についてはスピン、パリティがそれ
ぞれ(守一，号+，会+)であると結論された。また他の準位についても、スピンを 2 つまたは 3 つの値
にしぼることが出来た。以上の結果は中間結合モデルによる理論的計算と対比されている。 605ke V , • 
1オー準位は基底準位(吾+)への転移を行うが、その寿命は実験結果の分析から60ns とかなり長く、興味
ある事実である。
菊池君の研究は優秀な実験技術と綿密な解析により 133 Cs につき、その準位構造を明らかにしたも
のであり、原子核構造の研究に寄与する所が大きい、理学博士の学位論文として十分な価値があるも
のと認められる。
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